
第60回長野県老人クラブ大会･･･････････････････････････2
表彰者一覧 ････････････････････････････････････････････5
よき人生 よき笑顔 ･････････････････････････････････････6
老人クラブ活動の様子･････････････････････････････････10
新テーマソング紹介「大樹のように」････････････････････13
女 性 指 導 者 研 修 会 ･･････････････････････････････････14
ブロック研修会 ･･････････････････････････････････････15
シニアサポーター ･････････････････････････････････････････16

目　次

【編集・制作】株式会社ニチコミ　静岡県静岡市駿河区南町 10-6 村上駅南ビル 7 階　TEL 054-283-5424　http://www.nichicomi.com/

第146号
2020 年 12月 10日発行

ー発行ー

一般財団法人長野県老人クラブ連合会
〒380-0928 長野県長野市若里 7-1-7

TEL:026-228-0303
FAX:026-228-0370

回 覧回 覧

　
　飯田市上村地区の高齢者クラブでは、毎年、地域の保育園児や小学生におやす作りを教えながら
交流をしています。

　作り始めはよくわからなかったこど
もたちですが、ひとつ作るごとに編み
目もきれいになっていきます。
　飯田下伊那の特色あるお正月飾り
も、だんだんと作れる人が少なくなっ
ています。文化や伝統を、これからも
自分たちで守っていくという気持ちの
きっかけになってくれるとうれしいで
す。

後世に伝える古き良き伝統後世に伝える古き良き伝統
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［
と　

き
］
令
和
２
年
10
月
21
日
（
水
）

［
と
こ
ろ
］
塩
尻
市
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
（
塩
尻
市
文
化
会
館
）

［
参
加
者
］
３
５
０
人

大
会
日
程

■
物
故
会
員
黙
祷

■「
老
人
憲
章
」の
朗
読

■「
老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
」の
斉
唱

■
主
催
者
あ
い
さ
つ

　

長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

近
藤　

定
利

　

塩
尻
市
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

荻
上　

弘
美

■
表　

彰

　

長
野
県
知
事
表
彰

　

長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

■
受
賞
者
代
表
謝
辞

備
前　

玲 

様
（
塩
尻
市
）

■
来
賓
祝
辞

　

長
野
県
健
康
福
祉
部
長土

屋　

智
則 

様

　

長
野
県
議
会
副
議
長

小
池　

久
長 

様
　

塩
尻
市
副
市
長

　

米
窪
健
一
朗 

様

■
新
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
披
露

■
私
の
主
張

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
わ
た
し
の
知
恵
」

　
　

塩
尻
市
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

清
水
倫
成
さ
ん

■
講 　

演

　
「
シ
ニ
ア
世
代
が
新
常
識
時
代
を
生
き

る
た
め
に
は
」

　

講
師Ｎ

Ｐ
Ｏ

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
協
会

　
　
　
　

理
事　

若
宮
正
子
さ
ん

■
大
会
宣
言

■
次
回
開
催
地
あ
い
さ
つ

　

岡
谷
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長　

　
　
　

花
岡
健
一
郎

■
県
歌
「
信
濃
の
国
」
の
斉
唱

第第
6060
回回  

長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

若
宮
正
子
さ
ん
は
八
十
二
歳
で

iP
hone

の
ア
プ
リ
「hinadan

（
ガ
イ
ド
ボ
イ
ス
を
聞
き
な
が
ら

雛
人
形
を
正
し
い
位
置
に
置
く
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
）」
を
公
開
し
、
世
界

最
高
齢
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
一

躍
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
「
私
は
創
造
的
で
あ
り
た
い
」

「
人
生
に
„
も
う
遅
い
〝
は
な
い
」

と
、
そ
の
姿
は
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
若
々
し
い
。
い
く
つ
に
な
っ
て

も
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神

を
忘
れ
な

い
先
生
の

言
葉
に
会

場
の
全
員

が
い
い
刺

激
を
受
け

ま
し
た
。

若
宮
正
子
さ
ん
紹
介

若
宮
正
子
さ
ん
紹
介

若宮正子さん

私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています
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私
の
自
慢
の「
吉
田
愛
生
ク
ラ
ブ
」は
、

ぶ
ど
う
と
漆
器
の
ま
ち
と
し
て
有
名
な

塩
尻
市
の
北
に
位
置
す
る
サ
ー
ク
ル
活

動
が
と
て
も
盛
ん
な
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

私
は
カ
ラ
オ
ケ
部
に
入
っ
て
い
ま
し

て
、
月
１
回
、
例
会
が
あ
り
、
４
時
間

の
う
ち
に
２
曲
歌
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い

と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
す
。

　

そ
ん
な
私
が
、人
生
百
年
時
代
の
真
っ

た
だ
中
に
身
を
置
き
思
う
こ
と
を
述
べ

ま
す
。

　

今
、
地
域
の
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
核
家
族
化
、
高
齢

化
社
会
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
時
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
増
え
る

一
方
で
、老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
減
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
な
ぜ
な
の
か

と
、
自
分
な
り
に
考
え
て
み
ま
す
と
、

今
の
高
齢
者
は
以
前
よ
り
も
10
歳
は
気

持
ち
が
若
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

65
歳
定
年
で
も
、
会
社
に
よ
っ
て
は

70
歳
ま
で
働
け
ま
す
。
働
い
て
い
る
う

ち
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
興
味
が
湧
か
な

い
の
も
仕
方
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
長
野
県
の
高
齢
者
の
就
業

率
は
全
国
一
位
で
す
。
こ
れ
は
働
く
意

欲
が
あ
る
年
寄
り
が
多
い
こ
と
と
、
働

く
場
所
・
役
割
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

実
は
私
は
昨
年
度
ま
で
、
塩
尻
市
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
を
10

年
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
は
、
登
録

会
員
が
60
歳
か
ら
。
90
歳
す
ぎ
の
人
も

登
録
し
て
い
て
、仕
事
の
量
は
人
に
よ
っ

て
様
々
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
て
も
お
元

気
で
い
き
い
き
と
働
い
て
い
ま
す
。

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」
は
、
地
区
ご
と
の
組
織
が

あ
っ
た
り
、
年
齢
だ
っ
た
り
、
自
分
の

生
き
が
い
に
繋
が
っ
た
り
と
い
う
部
分

か
ら
、
会
員
の
対
象
者
の
円
が
と
て
も

近
い
の
で
す
が
、
私
の
住
ん
で
い
る
地

区
の
60
人
の
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
う
ち
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る
方
は　

５
、６
人
し
か
い
ま
せ
ん
。「
老
人
ク
ラ

ブ
」
と
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

両
方
を
知
っ
て
い
る
私
か
ら
す
る
と
、

と
て
も
勿
体
な
い
な
～
と
い
う
気
持
ち

が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
、
働
い
て
い
る
う
ち
は

自
分
が
老
人
だ
と
は
思
わ
な
い
の
か
、

働
い
て
い
る
人
が
持
っ
て
い
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
つ
ま
ら
な
い
組

織
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
の
か
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
入
っ
た

ら
す
ぐ
に
役
員
を
や
ら
さ
れ
る
、
役
員

は
大
変
と
い
っ
た
先
入
観
が
根
強
い
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
の
わ
た
し
の
知
恵

人
生
百
年
時
代
の
わ
た
し
の
知
恵

塩尻市友愛クラブ
連合会　副会長
清水倫成さん

私の
主張
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経
験
が
あ
っ
て
身
に
付
い
た
も
の
で
す
。

知
恵
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
高
齢
者
が
で
き
る
恩
返
し
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵
で

す
が
、
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
こ
と
が

三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
笑
顔
」
で
す
。
笑
顔
、
大

切
で
す
。
歳
を
と
っ
た
ら
穏
や
か
な
顔

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

二
つ
目
は
「
オ
シ
ャ
レ
を
し
ま
し
ょ

う
」。
高
価
な
も
の
を
身
に
着
け
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
小
綺
麗
に
な
る
っ
て
こ

と
で
す
。
小
綺
麗
に
な
っ
て
自
分
か
ら

明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
ば
、
心
も
体
も

元
気
で
い
ら
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
優
し
い
言
葉
使
い
」
を

し
ま
し
ょ
う
。「
ど
う
し
ま
し
た
？
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
相
談
し
て
ね
」
で

す
。

「
笑
顔
」
で
、「
お
し
ゃ
れ
」
で
「
優
し

い
こ
と
ば
づ
か
い
」
の
人
。
み
ん
な
に

モ
テ
モ
テ
で
す
よ
。

　

最
後
に
私
の
夢
を
。「
老
人
ク
ラ
ブ
カ
ラ

オ
ケ
全
国
大
会
」を
や
り
た
い
で
す
。…
私
、

カ
ラ
オ
ケ
大
好
き
な
人
間
デ
ス
ノ
デ
。

　

役
員
に
つ
い
て
も
、
私
に
は
思
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
役
員
」
が
大
変
な
ん
て
い
う
の
は
、

た
だ
の
思
い
込
み
で
す
。
や
っ
て
み
れ

ば
、
役
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
毎
日
そ
の

こ
と
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

月
に
１
～
２
回
。
一
人
で
す
べ
て
し
ょ

い
こ
む
わ
け
で
は
な
く
、
必
ず
補
佐
し

て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

　

役
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
、身
銭
を
切
っ

て
…
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
役
を
受
け
た
お
か
げ
で
、
新

し
い
経
験
が
で
き
刺
激
が
あ
り
、
今
ま

で
出
逢
え
な
か
っ
た
よ
う
な
人
と
話
も

で
き
、
人
生
の
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　

早
い
話
が
役
員
を
や
る
と
楽
し
い
こ

と
だ
ら
け
で
、
人
間
が
出
来
て
き
ま
す
。

体
力
も
頭
の
方
も
衰
え
が
気
に
な
る
こ

の
歳
で
、
さ
ら
に
成
長
で
き
る
っ
て
素

晴
ら
し
い
。

　

高
齢
者
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
少
し

持
論
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
高
齢
者
は
、
経
験
と
、
知
識

と
技
術
の
宝
庫
で
す
。
知
識
は
学
校
や

本
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
か
ら
で
も
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
知
恵
は
長
年
の
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白
馬
村　
　
　

田
中
庄
左
エ
門

　
　

〃　
　
　
　

塩
嶋　

孝
司

　

長
野
市　
　
　

宮
下　

愼
平

　
　

〃　
　
　
　

中
川　

憲
児

　
　

〃　
　
　
　

宮
尾　

尚
子

　
　

〃　
　
　
　

久
保
田
雄
三　

　
　

〃　
　
　
　

横
山　

秋
夫

　
　

〃　
　
　
　

樋
口　

尚
之

　
　

〃　
　
　
　

竹
内　

光
正

　
　

〃　
　
　
　

小
林　

克
夫

　

松
本
市　
　
　

三
浦　

末
夫

　
　

〃　
　
　
　

山
口　

壽
男

　
　

〃　
　
　
　

菅
沢　

吉
登

　
　

〃　
　
　
　

忠
地　

軍
一

　
　

〃　
　
　
　

竹
内　

政
恵

　
　

〃　
　
　
　

小
池　

恒
博

　
　

〃　
　
　
　

横
山　

周
司

　
　

〃　
　
　
　

太
田　

秀
穂

　
　

〃　
　
　
　

山
村　

岩
雄

　
　

〃　
　
　
　

三
原　

彰

　
　

〃　
　
　
　

後
藤　

修

　
　

〃　
　
　
　

沖　

勝
英

　

伊
那
市　
　
　

関　

多
美
子

　
　

〃　
　
　
　

下
平　

康
行

　
　

〃　
　
　
　

中
山　

顕

　

駒
ヶ
根
市　
　

宮
沢
美
智
子

　
　

〃　
　
　
　

山
田　

近
美

　
　

〃　
　
　
　

吉
川　

大
吉

　

塩
尻
市　
　
　

手
塚　

政
雄

　
　

〃　
　
　
　

備
前　

玲

　
　

〃　
　
　
　

山
本　

鉉
吉

　

東
御
市　
　
　

唐
澤　

光
章

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
（
５
ク
ラ
ブ
）

　

大
町
市
宮
田
町　

睦
会

　
　

〃　

下
一
百
寿
会

　
　

〃　

泉
百
寿
会

　
　

〃　

仁
科
郷　

若
草
会

　
　

〃　

宮
本
健
楽
会

　
　育

成
功
労
者
（
２
名
）

　

白
馬
村　
　
　

下
川　

辰
男

　

千
曲
市　
　
　

宮
下　

静
雄

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
（
1
ク
ラ
ブ
）

　

豊
丘
村
福
島
高
齢
者
ク
ラ
ブ
福
寿
会

優
良
郡
市
区
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
1
老
連
）

　

塩
尻
市
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

活
動
賞
（
４
ク
ラ
ブ
）

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

　

阿
智
村　
　

中
関
大
杉
ク
ラ
ブ

◇
健
康
づ
く
り
活
動
部
門

　

上
田
市　
　

川
辺
町
楽
生
会

　

中
野
市　
　

大
熊
松
寿
会

◇
そ
の
他
の
活
動

	

（
世
代
間
交
流
）
部
門

　

豊
丘
村　
　

登
喜
和
会	

高
齢
者
福
祉
分
野
個
人
（
３
名
）　

　

伊
那
市　
　
　

井
口　

公
雄

　

塩
尻
市　
　
　

小
林　

三
内

　

中
野
市　
　
　

柴
本　

進

高
齢
者
福
祉
分
野
団
体
（
３
ク
ラ
ブ
）

　

松
本
市　

上
大
妻
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

伊
那
市　

沢
渡
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

中
野
市　

若
宮
若
鶴
会

育
成
功
労
者
（
44
名
）

　

小
海
町　
　
　

中
山　

良
蔵

　

軽
井
沢
町　
　

市
川　

渥
夫

　

箕
輪
町　
　
　

加
藤
壽
一
郎

　

阿
智
村　
　
　

小
林　

吉
彦

　

下
條
村　
　
　

佐
々
木　

凰

　
　

〃　
　
　
　

福
沢　

貞
美

　
　

〃　
　
　
　

代
田　

稲
男

　

上
松
町　
　
　

久
保
田　

隆

　

王
滝
村　
　
　

大
家　

幸
雄

　
　

〃　
　
　
　

水
宅　

ゆ
き

　
　

〃　
　
　
　

細
尾
美
智
代　

　
　

〃　
　
　
　

長
谷
川　

昭

表
彰
者
一
覧

	

（
敬
称
略
）

全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

県
知
事
表
彰
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私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

洒
落
た
和
柄
の
マ

ス
ク
越
し
に
、
明
る

く
太
く
良
く
通
る
声
。

そ
の

聞
き
や
す
い
声

の
秘
訣
を
伺
う

と
、「
仲
間
と

の
カ
ラ
オ
ケ
と
、
の
ど
を
潤
す
こ

れ
さ
！
」
と
、
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ

り
に
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
仕
草
。
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
仲
間
と
集
ま

る
こ
と
が
で
き
な
く
て
つ
ま
ら
な

い
よ
、
と
言
い
な
が
ら
、
い
き
い

き
と
軽
快
な
語
り
口
は
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
で
何
度
も
困
難
な
局
面

に
遭
っ
て
も
乗
り
越
え
て
き
た
逞

し
さ
と
、
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道
中

に
培
わ
れ
た
前
向
き
さ
か
ら
で

し
ょ
う
。

佐
久
穂
町
出
身
の
市
川
さ
ん
は
子

ど
も
時
代
を
満
蒙
開
拓
団
と
し
て

過
ご
し
ま
し
た
。
終
戦
か
ら
1

年
、
大
陸
で
の
難
民
生
活
を
経
て

な
ん
と
か
帰
国
し
た
11
歳
の
時
に

軽
井
沢
町
の
大
日
方
地
区
に
入

植
し
、
払
い
下
げ
ら
れ
た
国
有
林

を
開
墾
し
て
農
業
に
従
事
し
ま
し

た
。
働
き
盛
り
の
40
歳
を
迎
え
た

頃
、
足
に
大
怪
我
を
負
い
、
ほ
ぼ

1
年
間
働
け
な
い
状
態
に
。
市
川

さ
ん
は
そ
の
間
に
何
冊
も
の
本
を

買
い
込
み
独
学
で
学
ん
で
土
木
業

に
転
身
。
そ
の
後
は
64
歳
か
ら
町

議
会
議
員
を
3
期
12
年
勤
め
、
町

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
自
身
が
起
こ
し
た
会
社

も
勇
退
し
、
日
々
の
楽
し
み
と
い

え
ば
畑
仕
事
と
老
人
ク
ラ
ブ
で
の

活
動
だ
そ
う
で
す
。
特
に
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
カ
ラ
オ
ケ
は

大
好
き
。「
た
く
さ
ん
空
気
を
吸
っ

て
お
腹
か
ら
声
を
出
す
カ
ラ
オ
ケ

は
全
身
運
動
、

少
し
く
ら
い
調

子
が
は
ず
れ
て

い
た
っ
て
か
ま

い
や
し
な
い
、
み
ん
な
で
楽
し
く

笑
え
ば
い
い
。」
ど
ん
な
と
き
も

朗
ら
か
で
相
手
の
心
を
ほ
ぐ
す
語

り
口
で
す
。

　

そ
ん
な
市
川
さ
ん
が
老
人
ク
ラ

ブ
に
入
会
し
た
の
は
60
歳
の
頃
で

し
た
。
今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
か
ら

は
役
員
と
し
て
尽
力
し
、
直
近
で

は
軽
井
沢
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
会
長
を
2
期
4
年
務
め
上
げ
、

市川渥夫さん　　  86 歳
軽井沢町老人クラブ連合会会長
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私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています

今
年
の
春
に
後
任
の
方
へ
バ
ト
ン

を
渡
し
ま
し
た
。

　

町
老
連
会
長
時
代
の
印
象
深
い

思
い
出
は
、
軽
井
沢
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
指
導
を
受
け
つ
つ
17
あ

る
単
老
ご
と
に
「
通
い
の
場
」
を

作
っ
た
こ
と
と
、
東
信
地
区
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
軽
井
沢
町
で
開
催

し
た
こ
と
で
す
。「
通
い
の
場
」

と
は
、
ほ
ん
の
数
人
で
も
気
軽
に

集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
場
で
、
活

動
は
カ
ラ
オ
ケ
で
も
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
で
も
お
茶
飲
み
で
も
な
ん
で

も
い
い
。
目
的
は
、
な
か
ま
と

会
っ
て
話
す
、
交
流
を
す
る
こ
と

で
外
の
世
界
と
の
繋
が
り
を
も
ち

続
け
る
こ
と
で
あ
り
、
健
や
か
な

心
身
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
だ
と

い
い
ま
す
。
ま
た
、
東
信
地
区

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
研
修
会

を
滞
り
な
く
開
催
で
き
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
研
修
後
の
宿
泊
付
き

懇
親
会
ま
で
参
加
さ

れ
た
人
数
が
、
そ
れ

ま
で
の
研
修
会
と
比

べ
大
幅
に
上
回
り
ま

し
た
。
宿
泊
者
が
多

か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
せ
っ
か
く
だ

か
ら
、
軽
井
沢
の
有

名
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ

て
み
よ
う
か
」
と
捉

え
て
く
れ
た
方
が
多

か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
と
振
り
返
り
ま

す
。
参
加
者
が
軽
井

沢
で
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
で
く
れ
た
こ

と
が
嬉
し
く
、
奔
走
し
た
こ
と
も

今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。

　

新
型
感
染
症
の
拡
大
で
人
と
会

え
な
か
っ
た
と
き
は
、
も
っ
ぱ
ら

畑
仕
事
に
勤
し
ん
で
い
た
と
い
う

市
川
さ
ん
。
自
分
た
ち
が
食
べ
る

だ
け
な
ら
庭
先
の
家
庭
菜
園
で
充

分
で
す
が
、「
周
り
の
ひ
と
が
喜

ん
で
く
れ
る
の
が
楽
し
く
て
」
つ

い
つ
い
圃
場
い
っ
ぱ
い
に
作
物
を

育
て
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
今
年

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
５
０
０
本
植

え
て
、
ご
友
人
に
配
っ
て
歩
い
た

と
か
。「
喜
ん
で
く
れ
る
ひ
と
が

い
る
、
そ
れ
が
楽
し
い
。」
中
に

は
畑
の
土
に
す
る
落
ち
葉
を
運
ん

で
く
れ
る
な
ど
、
協
力
し
て
く
れ

る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
出
来
る
と
き
に
出
来
る
こ
と

を
し
て
助
け
合
え
れ
ば
い
い
、
と

微
笑
み
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、誰
と
で
も
、„
楽
し
い
〝
を

探
し
て
い
ま
す
。
市
川
さ
ん
の
ま

わ
り
で
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、 

„
楽
し
い
！
〝
に

包
ま
れ
た
朗
ら
か
で
暖
か
な
時
間

が
流
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

い
よ
い
よ
来
年
か
ら

は
90
才
代
に
な
る
会
員

で
す
。
心
身
の
衰
え
を

何
か
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

が
、
で
き
る

だ
け
家
の
中

に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
、
外
に
生
き

が
い
を
求
め
て
生
活
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

白
馬
村
で
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
を

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
私
が
会
長
の
時
、
会
員
増
加

を
話
題
に
し
て
い
た
折
り
「
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
れ
と
言
わ
れ
る
が
、
ま
だ

老
人
と
呼
ば
れ
た
く
な
い
」
と
い
っ

た
発
言
が
あ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に

老
人
と
い
う
言
葉
を
調
べ
て
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
は
老
人
と
い

う
言
葉
は
新
聞
そ
の
他
の
マ
ス
コ
ミ

で
も
使
わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
の
で
、総
会
を
通
し
て「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
規
約
改
正
し
ま
し

た
。
今
で
は
県
老
連
だ
よ
り
に
も
各

所
に
シ
ニ
ア
の
文
字
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
記
事
の
題
名

に
シ
ニ
ア
を
使
い
ま
し
た
の
で
そ
の

い
き
さ
つ
に
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

90
才
代
を
迎
え
る
私
が
生
き
が
い

を
求
め
て
今
活
動
し
て
い
る
こ
と
に

ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

白
馬
村
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
同
好
会
で
は
、
年
間
通
し

て
毎
週
の
月
曜
日
と
金
曜
日
に
朝
9

時
か
ら
午
後
の
3
時
ま
で
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
県
内
で
も
多
発
し
て
い

ま
す
の
で
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
三
密

回
避
等
の
工
夫
を
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
練
習
だ
け
で
な
く
、
ク

ラ
ブ
独
自
の
大
会
や
、
外
部
主
催
の

大
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
大
会
は
地

区
対
抗
が
原
則
で
す
。
9
月
1
日
に

は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
主
催
の
大
会
が
あ

り
、
私
の
地

区
チ
ー
ム
は

昨
年
同
様
の

準
優
勝
で
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は

高
齢
者
向
き
の
知
的
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、
生
き
が
い
作
り
の
場
で
も
あ
り

ま
す
。

〇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ　

シ
ニ
ア
の
健

康
づ
く
り
に
は
、
歩
く
距
離
の
長
い

マ
レ
ッ
ト
も
良
い
と
思
い
村
の
ク
ラ

ブ
に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
村
内
単

位
の
大
会
に
は
な
る
べ
く
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

吉澤豪俊さん　　  89 歳
元白馬村シニアクラブ会長
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私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています《中南信版》

　

今
年
は
私
の
森
上
地
区
に
「
あ
や

め
会
＆
シ
ニ
ア
合
同
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
」
と
い
う
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

月
に
1
回
ほ
ど
集
ま
っ
て
練
習
試
合

を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
や
め
会
」
と
い
う
の
は
、
地

区
の
若
い
人
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
マ

レ
ッ
ト
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
違
っ
て

ル
ー
ル
の
少
な
い
こ
と
、
チ
ー
ム
プ

レ
イ
で
な
く
個
人
プ
レ
イ
で
あ
る
こ

と
な
ど
で
気
軽
さ
が
あ
り
ま
す
。

〇
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操　

白
馬
村
に
は

健
学
塾
が
主
催
す
る
体
操
の
会
が
あ

り
ま
す
。体
操
は
地
区
ご
と
の
場
所
、

地
区
ご
と
の
開
催
日
に
実
施
で
す
。

指
導
者
は
塾
の
指
導
員
で
す
。

　

森
上
で
は
、
毎
月
の
第
1
、
第

3
火
曜
日
に
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
公
民

館
）
で
、
午
前
10
時
か
ら
約
1
時
間

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
コ
ロ
ナ

対
策
で
三
密
回
避
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。
森
上
の
場
合
90
才
代
の
高
齢

者
が
多
い
で
す
が
、

日
頃
あ
ま
り
使
わ

な
い
筋
肉
運
動
が

主
体
で
効
果
の
あ

る
体
操
だ
と
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

〇
カ
ラ
オ
ケ　

森

上
で
は
高
齢
者
で

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

む
会
を
昨
年
発
足

し
ま
し
た
。
昨
年

は
村
内
の
カ
ラ
オ

ケ
店
で
月
1
回
程

度
実
施
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
の
た
め
カ
ラ
オ

ケ
店
で
な
く
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
公
民

館
）
で
実
施
し
ま
し
た
。
と
か
く
高

齢
者
は
会
話
も
少
な
く
発
声
が
少
な

い
の
で
、
カ
ラ
オ
ケ
で
大
声
を
出
す

の
も
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
私
が
カ

ラ
オ
ケ
用
具
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で

こ
れ
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
シ
ニ
ア
の
私
が
、
今
シ
ニ

ア
の
生
き
が
い
を
求
め
て
活
動
し
て

い
る
対
外
的
な
も
の
で
す
。

　

家
で
は
少
し
ば
か
り
の
野
菜
と
花

壇
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
花
壇
の
花

は
す
べ
て
苗
作
り
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
雨
量
が
少
な
く
て
水
や

り
が
大
変
で
し
た
。

　

目
に
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
戦
下
と
も
言
え
る
よ
う
な
社
会

で
特
に
シ
ニ
ア
は
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
で
す
が
、
三
密
に
気
を
つ
け
な

が
ら
生
き
が
い
を
求
め
て
健
康
的
な

生
活
を
し
た
い
も
の
で
す
。
幸
い
自

動
車
免
許
も
3
年
更
新
で
き
ま
し

た
。
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私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

木
島
平
村
は
長
野
県
の
北
東
端
に
位
置

し
、
南
に
高
社
山
、
東
南
に
髙
標
山
、
東

は
カ
ヤ
の
平
高
原
、
北
は
毛
無
山
系
と
三

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
が
残
る

農
山
村
で
す
。

　

県
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
豊

富
な
雪
解
け
水
が
木
島
平
米
を
は
じ
め
と

す
る
農
作
物
の
栽
培
に
適
し
た
自
然
環
境

を
作
り
だ
し
て
い
ま
す
。
木
島
平
ス
キ
ー

場
、
ブ
ナ
の
原
生
林
が
広
が
る
カ
ヤ
の
平

高
原
、
絶
景
露
天
風
呂
の
馬
曲
温
泉
な
ど

観
光
客
も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

新
元
号
の
令
和
を
迎
え
た
昨
年
10
月
、

台
風
19
号
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

り
、
復
旧
作
業
が
続
く
中
、
今
年
に
入
り

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染

拡
大
し
日
本
で
も
感
染
者
が
増
え
、
春
に

は
日
本
中
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
国
民
の
生
活
に
お
い
て
も
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
村
老
連
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
年
度
当
初

か
ら
活
動
自
粛
と
な
り
何
も
で
き
な
い
中
、

感
染
の
恐
怖
と
戦
い
な
が
ら
の
自
粛
と
な

り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
夏
頃
か
ら
予
防
し
な
が
ら
屋

外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
高
齢
者
人
口
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
者
は
減
っ

て
い
ま
す
。

　

仲
間
を
増
や
そ
う
と
加
入
を
勧
め
ま
す

が
「
忙
し
い
の
で
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。」

と
断
ら
れ
て
し
ま
い
、
加
入
者
が
な
か
な

か
増
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
共
存
す
る
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
か
予

測
で
き
ま
せ
ん
。
生
活
が

変
わ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
中
心
の
生

活
に
な
り
、
高
齢
者
が
つ

い
て
い
く
の
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

ど
ん
な
社
会
が
到
来
し
よ

う
と
、「
生
き
が
い
・
つ
な

が
り
」
の
持
て
る
人
生
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。

　

来
年
度
の
村
老
連
の
活

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
様
子

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
様
子

令
和
二
年
目
を
迎
え
て

令
和
二
年
目
を
迎
え
て

木
島
平
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

木
島
平
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

小
柗　

章

会
長　

小
柗　

章

動
は
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
な
が
ら
予
防
を

徹
底
し
、
健
康
で
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
互
い
に
元
気
で
、
明
る
く
過
ご
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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高
山
村
は
、
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
北

は
中
野
市
と
山
ノ
内
町
、
南
は
須
坂
市
、
西

は
小
布
施
町
、
東
は
群
馬
県
の
嬬
恋
村
に
面

し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
31
年
、
当
時
の
「
合
併
促
進
法
」

に
基
づ
い
て
、高
井
村
と
山
田
村
が
合
併
し
、

頭
文
字
を
と
っ
て
「
高
山
村
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
で
は
、
近
隣
の
自
治
体
と

の
合
併
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
隣
の
小
布

施
町
同
様「
自
立
」の
道
を
選
び
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

村
で
は
、「
ひ
と
、
む
ら
、
自
然
が
き
ら

め
く
信
州
高
山
」
を
目
指
し
、
高
山
村
の
特

性
を
活
か
し
て
、
誰
も
が
長
寿
を
願
う
「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
里
」
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
22
年
に
は
、N
P
O
法
人
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
。
人
口

は
お
よ
そ
６
，
９
０
０
人
で
、
高
齢
化
率
は

３
４
・
８
８
％
。
少
子
化
が
進
み
、
年
々
高

齢
化
率
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

当
老
連
は
、
か
つ
て
１
，
０
０
０
人
を
超

え
る
仲
間
が
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
集
落
の

単
位
ク
ラ
ブ
の
脱
退
が
相
次
ぎ
、
村
内
26

の
行
政
区
の
内
、
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
は

11
の
区
で
、
会
員
も
３
０
０
人
を
割
り
込
む

ま
で
に
減
少
。

　

全
国
１
０
０
万
人
増
強
運
動
へ
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
２
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
と
２
つ
の

趣
味
の
会
の
加
入
に
こ
ぎ
つ
け
一
時
増
加
に

転
じ
ま
し
た
が
、
高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減

少
等
で
、
再
び
３
０
０
人
を
切
り
そ
う
な
と

こ
ろ
ま
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

未
加
入
区
へ
の
働
き
か
け
は
、
な
か
な
か

成
果
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
愛
好
家
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
働
き
か
け
て
行
く
こ
と
で

会
員
増
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　

会
員
を
増
強
す
る
に
は
、
魅
力
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
に
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
秋
と
冬
に
実
施
。
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
上
位
成
績
者
に
、
県
老

連
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
へ
の
出
場
権
を

与
え
る
こ
と
で
魅
力
を
ア
ッ
プ
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
会
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
一

昨
年
か
ら
は
、

足
腰
の
弱
い

人
や
運
動
が

苦
手
な
人
で

も
気
軽
に
参

加
し
て
い
た

今
後
の
活
動
に
向
け
て

今
後
の
活
動
に
向
け
て

　

高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

藤
沢　

一
實

会
長　

藤
沢　

一
實

だ
け
る
よ
う
、「
輪
投
げ
」
と
「
囲
碁
ボ
ー
ル
」

を
取
り
入
れ
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
外
部
に
向
け
て
一
番
の
魅
力
発
信

は
、
毎
年
秋

に
１
泊
で
行

う
研
修
旅

行
の
、
楽
し

そ
う
な
写

真
を
ふ
ん

だ
ん
に
載
せ

た
「
高
山
老

連
だ
よ
り
」

を
村
内
全
戸
に
配
布
す
る
事
で
、
こ
れ
を
見

て
「
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
た
い
」
と
申
し
出

る
人
が
複
数
現
れ
る
な
ど
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
奉
仕
活
動
で
は
、
神
社
や
公

共
施
設
周
辺
の
清
掃
と
植
木
の
手
入
れ
な

ど
を
行
い
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
は
、
単
位

ク
ラ
ブ
毎
に
丹
精
込
め
て
育
て
た
花
を
、
審

査
員
が
採
点
し
表
彰
す
る
た
め
、
見
映
え
が

す
る
花
壇
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
数
々
の
行
事
を
、

中
止
や
規
模
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が

去
っ
た
の
ち
に
は
、
大
い
に
語
り
合
い
、
大

い
に
酌
み
交
わ
し
、
活
動
に
邁
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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交
差
点
の

交
通
量
は
そ

れ
ほ
ど
多
く

あ
り
ま
せ
ん

が
、
朝
夕
の

通
勤
時
間
帯

を
中
心
に
渋

滞
が
あ
る
西

側
の
県
道
村

山
小
布
施
停
車
場
線
を
避
け
る
車

な
ど
が
頻
繁
に
通
り
ま
す
。

　

周
り
が
田
畑
で
視
界
が
よ
く
ス

ピ
ー
ド
が
出
や
す
い
た
め
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
に
整
備
さ
れ
る
以

前
に
は
、
車
両
同
士
の
出
合
い
頭

の
事
故
が
た
び
た
び
発
生
し
、
死

亡
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

【
花
壇
・
花
づ
く
り
の
取
り
組
み
】

　

須
坂
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
基
本
方
針
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
知
識
、
技
術
を
生
か
し
、
地
域

を
豊
か
に
す
る
社
会
貢
献
活
動
」

の
一
環
で
『
花
壇
・
花
鉢
栽
培
奨

励
事
業
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

沼
目
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
、
沼
目
町
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
の
［
中
央
島
］
と
い
う
円
形
の

部
分
の
花
壇
・
花
づ
く
り
で
こ
の

事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
沼
目
町
】

須
坂
市
北
西
部
の
田
園
地
帯
に

位
置
す
る
沼
目
町
は
、
人
口
約

二
百
七
十
人
、
約
七
十
世
帯
で
市

内
六
十
九
町
の
中
で
も
比
較
的
小

規
模
な
町
で
す
。

　

沼
目
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
総

勢
十
六
人
（
男
五
人
、
女
十
一
人
）

の
と
て
も
小
さ
な
団
体
で
す
。

【
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
と
は
？
】

　

車
両
の
通
行
す
る
部
分
が
環
状

の
交
差
点
で
あ
っ
て
、
道
路
標
識

に
よ
り
車
両
が
そ
の
部
分
を
右
回

り
（
時
計
回
り
）
に
通
行
す
る
こ

と
が
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
こ
の
環
状
交
差
点
に
お

い
て
は
、
交
差
点
に
お
け
る
待
ち

時
間
の
減
少
、
交
通
事
故
の
減
少

等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
沼
目
町
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
】

　

場
所
は
沼
目
町
公
会
堂
の
西
、

市
道
高
梨
小
島
線
と
市
道
沼
目
八

重
森
線
が
直
角
に
交
わ
る
交
差
点

で
す
。

　

一
口
に
花
づ
く
り
と
言
っ
て

も
、
耕
起
か
ら
始
ま
り
、
肥
料
入

れ
、
植
え
付
け
、
水
く
れ
、
草
取

り
等
な
か

な
か
体
力

と
根
気
が

必
要
で
す

が
、
ク
ラ

ブ
の
仲
間

と
力
を
合

わ
せ
た
末

に
、
見
事

に
出
来
上
が
っ
た
花
が
咲
き
誇
る

花
壇
を
眺
め
る
ひ
と
時
は
至
福
の

時
で
す
。

【
交
通
安
全
を
願
い
な
が
ら
】

　

交
差
点
の
中
央
に
あ
る
花
壇
で

す
ら
、
当
然
こ
の
交
差
点
を
通
る

皆
さ
ん
に
も
「
癒
し
」
を
お
分
け

す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

朝
夕
の
忙
し
い
時
間
に
少
し
で

も
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

会
員
一
同
、
こ
の
交
差
点
で　

二
度
と
悲
し
い
事
故
が
起
き
ま
せ

ん
よ
う
に
と
、
交
通
安
全
を
願
い

な
が
ら
今
日
も
草
取
り
に
精
を
出

し
て
い
ま
す
。 

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の

花
壇
・
花
づ
く
り

花
壇
・
花
づ
く
り

　　
須
坂
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

須
坂
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

沼
目
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

　

沼
目
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

会
長　

有
賀　

昭
治

会
長　

有
賀　

昭
治
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長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
来
年
４
月
に
名
称

が
「
長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
」
に
名
称
変
更
す
る

の
に
合
わ
せ
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
大
樹
の
よ
う
に
、

自
身
と
誇
り
を
持
ち
、
仲
間

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
、
新
た
な
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
大た
い
じ
ゅ樹
の
よ
う
に
」
は
３

番
ま
で
あ
り
、
夢
や
希
望
を

表
現
し
た
親
し
み
や
す
い
曲

と
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｄ
は
一
枚
１
２
０
０
円

（
税
込
み
）
で
扱
っ
て
い
ま

す
の
で
、
県
老
連
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

新
た
な
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

　
　
　
　「
大た

い
じ
ゅ樹

の
よ
う
に
」
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私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
２
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
指
導
者
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
の
た
め
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、
10
月
29
日
（
木
）
中
信
会

場
を
皮
切
り
に
始
ま
り
、
11
月
27
日
（
金
）
北
信
会
場
を
も
っ
て
無
事
、

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
「
よ
う
や
く
集
ま
れ
て
、
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
女
性
指
導
者
研
修
会

◆
研
修
内
容

①
実
技
講
習

「
も
こ
も
こ
毛
糸
の

　
　
　
　

指
編
み
マ
フ
ラ
ー
」

②
講
演

「
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
ボ
デ
ィ
ケ
ア
」

講
師　

そ
ら
運
動
教
室

　
　
　
　
　

篠
原　

忍　

先
生

◆
開
催
期
日
及
び
会
場

○
中
信
会
場　

10
月
29
日
（
木
）

　

白
馬
村
多
目
的
ホ
ー
ル

○
南
信
２
会
場　

10
月
30
日（
金
）

　

伊
那
市
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ

　
　
　
「
く
ぬ
ぎ
の
杜
」
ホ
ー
ル

○
南
信
１
会
場　

11
月
６
日（
金
）

　

長
野
県
飯
田
合
同
庁
舎
講
堂

○
東
信
会
場　

11
月
20
日
（
金
）

　

エ
コ
ー
ル
み
よ
た

○
北
信
会
場　

11
月
27
日
（
金
）

　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
講
堂
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令
和
２
年
度
の
市
町
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
た
め
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、

11
月
５
日
（
木
）
東
信
会
場
を
皮

切
り
に
始
ま
り
、11
月
25
日
（
水
）

中
信
会
場
を
も
っ
て
無
事
、
成
功

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
義
と
し
て
行
い
ま
し

た
「
ス
マ
ホ
体
験
会
」
は
、
来
年

度
か
ら
県
老
連
の
事
業
と
し
て
希

望
す
る
単
位
ク
ラ
ブ
・
連
合
会
に

対
し
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
連
携
し
て

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

                  

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

◆
研
修
内
容

①
活
動
事
例
発
表

②
講
義
「
ス
マ
ホ
体
験
会
︱
さ
わ
っ

　
　
　
　

て
楽
し
い
、便
利
で
簡
単
︱
」

　

講
師
（
株
）
ア
ツ
プ
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

三
俣
史
博
氏

◆
開
催
期
日
及
び
会
場

○
東
信
会
場　

11
月
５
日
（
木
）

　
　

ベ
ル
ウ
ィ
ン
こ
も
ろ

○
南
信
会
場　

11
月
16
日
（
月
）

　
　

駒
ケ
根
市
ア
イ
パ
ル

○
北
信
会
場　

11
月
19
日
（
木
）

　
　

長
野
県
北
信
合
同
庁
舎
講
堂

○
中
信
会
場　

11
月
25
日
（
水
）

　
　

長
野
県
安
曇
野
庁
舎
講
堂
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私たちは長野県老人クラブ連合会の活動を応援しています

    シニアサポーター (NAGANO SC カード協力店 )
遊子　千曲館 千曲市上山田温泉
株式会社　亀屋本店（ホテル亀屋本店） 千曲市上山田温泉
民芸の宿　中央ホテル 千曲市上山田温泉
合資会社　親湯温泉（上諏訪温泉しんゆ） 諏訪市湖岸通り
ホテル紅や 諏訪市湖岸通り
かたくら諏訪湖ホテル 諏訪市湖岸通り
合資会社　親湯温泉（蓼科親湯温泉） 茅野市北山
伊那市観光（株）　仙流荘 伊那市長谷黒河内
伊那食品工業（株） 伊那市西春近
たつのパークホテル 上伊那郡辰野町樋口

（株）平井星光堂 辰野町大字伊那冨

そら運動教室
伊那・辰野・
塩尻・箕輪・
他出張講座

昼神温泉おとぎ亭光風 阿智村智里
のりくらの宿　舞 松本市安曇
富田屋別巻 松本市里山辺
ホテルニューことぶき 松本市里山辺

ホテルアンビエント安曇野 安曇野市穂高牧

蝶ケ岳温泉ほりでーゆ　四季の郷 安曇野市堀金烏川

緑翠亭　景水 大町市大町温泉郷

ごとく亭・山の神温泉 長野市箱清水

善光寺　淵之坊 長野市元善町

信教印刷株式会社 長野市大豆島沖

株式会社　服田建設 長野市南堀

（株）ドコモ CS 長野支店 長野市上千歳町
ホテルタングラム 信濃町古海

ホテルニュー・グリーンピア津南 新潟県中魚沼郡津南町秋成

ホテル太閤 新潟県妙高市赤倉

一般社団法人　長野県医師会 長野市大字三輪

一般社団法人　長野県歯科医師会 長野市稲葉

一般社団法人　長野県薬剤師会 松本市旭

社会福祉法人　長野県社会福祉協議会 長野市若里

公益財団法人　長野県長寿社会開発センター 長野市若里

長野県民生児童委員協議会連合会 長野市若里

シニアサポーター様からの会員向けお得情報
▶︎県老連のシニ
アサポーターの
伊那食品工業様
からの商品紹介
です。 ふしぶし
の痛みが気にな
る方にオリゴに感
謝をお勧めしま
す。
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